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[目的】昨今、呼吸理学療法の効果については種々報

告されてきたが、本邦に於いて人工呼吸時の理学療法の

効果に対する報告は少ない。M蹴倒的は1978年、

1980年に人工呼吸時の理学療法の効果を動脈血酸素化及

び全肺胸郭コンブライアンスのデーターより報告してい

る。彼らは理学療法手妓 を体位ドレナージ、

P町 ussion，羽braion、気道内吸引といった気道クリアラ

ンスに着目した。今回我々は人工呼吸管理中の患者に対

し、剛及介助を中心とした手技による気道クリアランス、

及び胸郭可釧全改善を目的とした呼吸理学療法を樹子し.

その効果を動脈血酸素化及び換気力学的観点より検討し

た。

[対象】当院救命救急センターに入院しドレーゲル

社製人工呼吸器エビタで管理された急性呼吸不全患者9

例を対象とした。性別は男性5例、女性4例、 年併は21~

7識平均54.1歳:i:20.7歳であった。疾患は重症肺炎4例、

AR郎、肺胞出血症候群外傷性多発肋骨骨盤骨折、気

管支哨怠重積発作、肺塞栓症の各1例づつであった。

{方法]対象9例に対し合計51回の呼吸理学療法(以

下CPT)を施行し、施行前後に血液ガス分析と全肺胸郭

コンブライアンス(以下Ct)、1回換気量(以下Vt)を

測定し評価した。血液ガス分析は毎回CPT施行前・終了

直後・終了30分後の3図測定し、 Pa02/Fi02 (以下

()"Ind回)とPaC02について評価した。 換気能に快いては

人工呼吸器エピタにより表示される数値の、αで10田平
均値を、Vtで1分間平均値を毎回CPT施行前 ・施行中・

終了直後 ・終了30分後の4回測定し評価した。CPTは気

道クリアランス、胸郭可動性改善を目的に行い、患者の

状態を評価し、呼吸介助法、体位排療法、気道内吸引を

各症状にあわせ使用した。CPT施行時間は平均48.73士

14.28分であった。統計学的検定は分散分析後Tukey検定

を用いた。

【結果】 O..IndexはCPT前241.0 1土 84.54，終了直

後242.71士80.10，終了30分後255.79土86.29で30

分後で有意に増加した (P<0.05) 0 PaC02は前

38.21土7.62torr，直後38.03:i:7.66，30分後38.48:i:

8.09と各群に有意差はなかった。CtはCPT前35.35

:i: 13.10川IcmH20，施行中40.38士16.17，終了直後

35.65:i: 13.09，30分後35.15土 14.53で施行中で有意

に増加した (P<O.OO!)

Vtは前521.21:i:161.56mQ，中565.36:i:166.35，直

後526.41:t164.49，30分後531.50士 174.74と施行

中で有意に増加した (P<O.O!)。

【考察】含気が低下した姉野は低酸素性の血管慾絡に

陥っていると考えられる。 O..IndexがCPT終了直後でなく

終了30分後に噌加したのは、気道クリアランスによ りま

ず換気が改善され、その結果その部位で血管慾絡が改善

するまでのタイムラグが生じたと考えられる。これは石

部らの低酸素性肺血管収縮反応の経時変化の報告に齢い

て、低酸素性負荷を解除したのち、30分後に低酸素負荷

面勝Pa<コ2i直に回復しているという結果から推測できる。
CtはM融自lzieらの報告では終了直後より有意に堵加し

その効果は2時間後まで持続し、かつ2時間後の増加が最

大であった。我々の結果ではCPT施行中でのみ有意に相

加し、その効果は持続しなかったが、その原因として彼

らの対象者ばすべて外傷で2次的な無気肺が多かったが、

それに比べ我々の対象者の方がCtの平均値が低く、転帰

が死亡であったものが5例と肺病変が重篤で、重症者が

多かったことがあげられる。 VtもCPT施行中でのみ増加

しているが、呼気に対する呼吸介助法の直接的効果と考

える。またれの効巣の持続がなかったの~;tCtの結果と同

様の理由と考える。

今後我々はより研究対象数を増やし、疾患とその重症

度、転帰、人工呼吸器モードとCPTとの関係について研

究し、効果についてより明確にしていきたい。

[まとめ】

・人工呼吸管理中の急性呼吸不全患者9例に対し51回

のCPTを施行し、その効果を酸素化能及び換気力学的に

検討した。

. O..In個はCPT終了30分後に Ct，VtはCPT施行中で

有意に増加したが、PaC02は有意差はなかった。

-人工呼吸管理時のCPTにより酸素化能においては経

時的効果が、及び換気力学的には即時効果があると考え

られた。


